
古賀市海津木苑運営委員会(令和5年度2月期)
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6 事務局出席職員職氏名

市民部長 柴田

海津木苑長吉田

海津木苑職員三好

安武正一

智原和子

伊藤康義

森里子

野村哲也

足立英樹

三好貴一委員

1.古賀市あいさつ

2.委員長あいさつ

3.協議事項

1)会議録にっいて麿科回
(1)12月期運営委員会会議録

(2) 2月期会議録署名

武巳

義昭

弘実

環境課長

海津木苑係長

概要

渡委員長・長崎正幸委員

吉永ゆかり

国本勝喜

15:00 開会
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2)海津木苑運営に関する実施状況について

・令和5年度12月及び令和6年1月の処理状況にっいて匿科回
唾函・新旧処理施設維持管理費比較

【質疑】

副委員長 新しい施設について協議してきたが、途中で福津市が古賀市と

共同という話になった。当初、地元と協議する中で、1日の処理量

が上下水道の整備等も含めて、いずれ減少するだろうということ

で協議していた。現段階で、処理能力が予定とほぽ変わっていな

い。稼働して2ケ月ほどしか経っていないので数字がどうという話

ではないが、12月では 47.86kl、1月で 48.29k1問題は、能力に

対する割合が 12月は92%で 1月が92.9%だが、将来減ってく

るだろうという事で地元としては受入を了承した。施設設置によ

る協議が5月終わりから6月初めあたりにあると思3が、今まで

受入に対して見込みと言うことで承諾したと認識している。

いずれ、運営協議の場、運営委員会の場で、1年、2年経ったと

きには、今こう言う数字で変わってきているというものを出して欲

しい。地元としても今このような状況というのが把握できる。出来

れば運営協議の場で建設受入の時の見込みの数字と現段階で

の数字を出してもらえれぱ地元として把握できる。

【答弁】

海津木苑長

【質疑】

委員

地元協議を6月前後に行っているので、資料作成を行い提出し

たい。

【答弁】

海津太苑長

現在で、92%、船%の処理能力に対する割合ということで、非常

に気になっている。私たちのところにあった旧施設が処理能力を

オーバーして撤去の問題になった経緯がある。今後、どれくらい

人口が増えて処理量が増えるか心配している。

施設の稼働が詑k1で設定しているのは生活排水処理基本計画

の推計で、施設に搬入される汲み取りし尿、浄化槽汚泥、農集汚

泥の合計量となっている。新施設が供用開始して直ぐは一番高

いピークとなっている。これから徐々に下がってくる計画があって
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【意見】

副委員長

の52k1で計画している。

3)令和5年度第3回臭気測定について

・実施日 2月26日絢)

・予備日 3月11日(月)

・候補日 2月26日(月)、 3月11日(月)、 3月14日(木)

・予定立会者:(智原委員X長崎裕治委員)

匿函

地元として、ある程度の情報は、報告していただきたい。

4)海津木苑施設等啓発について

【意見】

副委員長 鹿部区役員会人権研修について、私から口頭で説明したい。本

来は2月くらいに参加者を募って公民館で行っていたが、場所が離

れたのと鹿部区の人口形態が 7:3 位の割合で新しく変わってきた

ので、海津木苑とは何かという区民の方が多いと感じている。地元

区長としてどうやって周知して人権啓発に繋げていくか課題を持ち

発信している。

今回、原点に戻ってということで啓発映画「生命光る町に」の上映

を行った。新しく引っ越ししてきた組長等が、ストレートな感想だが、

方言が分からない。パネルひとつにしても、携わった地元3団体と役

員が関わってきていると話したら真剣に見てもらえた。まずはそこか

らではないかと思う。古賀市において、7月と12月を人権強調月間

にしているので、地元として歩調を合わせながら取り組んで行く。

4.その他

【質疑・意見】なし
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以上

この会議録が正確であることを証明するため、会議録署名人として次に署名捺印

する。

令和 6年とド月丈丈日 '^

委員長の指名する出席委員

委員長 隆寺

天■正キ
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